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1 はじめに
近年，移動型端末の普及により公衆無線 LAN サービスは
拡大し，各無線 LAN アクセスポイント (AP)における通信量
が増加しているため，APの稠密設置が予想される．そこで管
理者の異なる AP 同士を共用管理することで，データの収容
性能を向上させる AP共用ネットワークが必要とされており，
ブロックチェーンを用いた自律分散無線アクセス共用システ
ムが提案されている.
本研究では．上記の無線アクセス共用システムに

Ethereum の技術を適用することでより AP が自律的に端
末の収容を行う手法の提案を行い，システムに必要なトラン
ザクションやブロックの具体的なフィールドの定義，またこ
れらを処理フローを定めることで自律分散アクセス共用網の
実現性を示す．

2 Ethereum
Ethereum ではトランザクションを状態遷移関数の入力値
としてとらえている．あるアカウントの持つ状態 (State) と
トランザクションを入力として新しい状態を出力する [1][2]

2.1 スマートコントラクト
スマートコントラクトとは契約を自動的に行う仕組みであ
る．あらかじめ契約をプログラム言語で記すことで条件を満
たすトランザクションを入力にプログラムを実行する．プロ
グラム言語で記された契約のことをコントラクトコードと
呼ぶ．

2.2 ワールドステート
ワールドステートは，上述のアカウントの状態を考慮するこ
とができる．ワールドステートはアカウントのアドレスとそ
のアカウントの状態の紐付けで構成され，この情報はMerkle
Patricia tree と言われるデータ構造に保存される．木構造の
根の値をブロックに格納し，木全体はノードが保持する．

3 自律分散無線アクセス共用システム
3.1 システム概要
自律分散無線アクセス共用網では AP をブロックチェーン
の全ての情報を持つフルノード，端末を自身の情報のみを保持
する SPV ノードと定義する．AP によって P2P ネットワー
クの構成を行い，端末はネットワークを利用する際にネット
ワークに参加する．[3]

3.2 オフチェーン
オフチェーンとはトランザクションの交換をブロックチ
ェーンの外で行い，複数のトランザクションの交換を集約し
ブロックに書き込む技術である，この技術を用いることでト
ランザクションの認証回数を減らし，リアルタイム性の高い
取引が期待できる．自律分散無線アクセス共用システムでは
AP 端末間でオフチェーンを構築することで AP への接続を
リアルタイムで行うことが提案されている．[4]

4 問題点
自律分散無線アクセス共用システムでは端末が共用システ
ムに参加するたびに AP との間にオフチェーンを構築するこ
とが求められる．しかし，これには以下の問題点が存在する．

• オフチェーンを構築する

– オフチェーンの構築にコストを要するため AP に
接続する度にオフチェーンの構築を行うことは現
実的ではない．

– オフチェーンでは集約された取引が不明瞭になる．

• トランザクションに取引の過程を保存している

– 現在のノードの状態を確認するためには過去のブ
ロックをすべて確認する必要がある．

図 1: システム概要図

図 2: ワールドステート

5 Ethereum技術の適用
上記で述べた問題点を解決するため Ethereum 技術をシス
テムに適用しシステムの考え方，このシステムに必要なトラ
ンザクション，ブロック，それらを処理するフローを提案す
ることで実現性を示す．
5.1 端末認証，接続の自動化
スマートコントラクトを適用することで，端末をトランザ
クションの生成を行うノード，AP を端末から受信したトラ
ンザクションを入力とし自身の保持するコントラストコード
（プログラム）実行するノードとする．コントラクトコード
に端末の認証や接続を行うプログラムを記すことでそれぞれ
の動作を自動的に行うことができる．動作が自動であるため
APの作成する情報は明確であり，ブロックに格納する必要が
ない．これにより，トランザクションの認証回数を減らすこ
とができるためオフチェーンを構築する必要がない．
5.2 ノード情報の保持
ワールドステート適用し，自律分散アクセス共用網に接続
しているノードの情報を AP が保持をする．AP が他のノー
ドの情報を保持することで，端末を他の AP へ変更する際な
ど他の AP へ情報を問い合わせる動作を行う必要がなく自身
の保持しているステートを確認することで対応することがで
きる．これによりトランザクションを受信した AP が自律的
に端末の割振りを行える．
6 まとめ
本研究では，先行研究の問題を解決する手法を Ethereum
技術を用いることで提案し，そのために必要となるトランザ
クション，ブロック，またそれらの動作フローを定義するこ
とで自律分散アクセス共用網における実現性を示した．今後
は大規模ブロックチェーンを構築した際に生じるネットワー
クの影響などを調査する．
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